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2 )国際分類の各型により腫場実質の態度に一定の傾向がみられるが，全般的にみて Glottic のも
のは他の型に比し良性の性質が認められる。










められなかった。又喉頭癌の悪性度については国際分類に基づいて検討されていないが， Glottic type 
は他に比して組織学的にも悪性度が低いことが認められたD
腫療の間質反応について従来主として結合織増殖，細胞浸潤につき検討されたが，著者は腫場開質
における血行系の変化も併せ検索した。まず実験的に上皮組織の良性増殖と悪性増殖における間質血
行系の態度を比較するために，マウスの皮膚発癌実験を行ない上皮組織の変化過程に従いその部の血
行の状況を追求した。これによると Papillom 形成の時期迄は全般的に血管の拡張が認められるが癌
化初期以後では拡張の他血管の蛇行，血流途絶，血液成分の血管外漏出，等の著明な変化の起るのが
認められた。更に人体喉頭癌間質における血行系につき検索したところ実験的皮膚癌の癌化初期以後
の像と同様な変化が認められたD
本研究は喉頭癌の間質反応に関する基礎的知見をもたらし，特に間質におけるh行について明らか
にしたところが注目せられる凸
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